


福教大生が選
ぶおす

すめ
スポット

晴れの日は図書館前のベンチに座って
ゆっくりするのもいいですよね。
暑くなったら図書館に入って課題を終わ
らせるのもありです！

図書館

この空は５限の後に撮った空です。授業
終わりの疲れた後に夕日の空を見ると、
頑張ったなと思うので、５限の後は空を
見て癒されること、おすすめです！

福教大の夕日

福教大周辺のお
散歩コースです

。春になっ

たら桜がきれい
です！

釣川

家でゆっくりする時間が好きです。お菓子作りなど自分の
好きなことをやっています！
お菓子作りのレシピ紹介を i-na! インスタグラムアカウン
トに載せています！
横のQRコードからぜひご覧ください！

おうち時間も充実
くまちゃんパフェを食べに取材に行ったときの写真です！
お食事からスイーツ、ドリンクまでバリエーション豊かなメニュー
が揃っています。
お店の情報は横のQRコードをチェック！

shinamon café

福教大近くのから揚げ専門店です。から揚げ１つ１つが大きく、
食べ応え満点でした！
お店の情報は横のQRコードからチェック！

W鶏からあげ
６月はあじさい祭りで、通
りがあじさいで華やかに
なっていました。
歩きながら赤間の歴史をみ
て、ゆっくりお散歩するこ
と、とてもおすすめです！

赤間宿通り

! !
!

大学内や大学周辺での
おすすめスポットを紹介します！
大学内や大学周辺での
おすすめスポットを紹介します！ 　私たち「こばとの会」は、福岡教育大学唯一の障害児ボランティアサー

クルとして活動しており、年間を通してダウン症の子ども達との経験を通し
て、共に成長していくことを目標としています。近年インクルーシブ社会や
合理的配慮という言葉を社会において耳にすることが多くなっていく中、
私たちはボランティアを通して社会に関わっていこうとしています。
　本ボランティアサークルでは、様々な様子や特徴を持つダウン症の子
ども達のボランティアを、日本ダウン症協会福岡支部様と共に行っていま
す。活動内容としては、託児ボランティア、初夏のハイキング、夏の大キャン

プ、クリスマス会、お楽しみ会といった様々な活動を行っております。昨年
のキャンプではドラえもんをテーマにして１泊２日の研修を行いました。ま
た、クリスマス会では制作やプレゼント交換などを行いました。
　もちろんダウン症の子ども達のみではなく、福岡教育大学唯一の障害
児を対象としたボランティアサークルとして、他の障害種のボランティアに
ついて積極的に参加していきたいと思います。
　少しでも興味のある方、ボランティアを依頼したい方、ぜひご連絡をお
待ちしています。

こばとの会

　私たち「男子バレーボール部」はプレーヤー１２名、マネージャー５名の
計１７名で活動しています。春季、秋季に開催される九州リーグや福岡県
リーグ、九州インカレに向けて日々練習に励んでいます。
　日頃の練習は、個人の技術やチーム力、心身の強さを向上させるた
め、様々な練習メニューをチーム全員で考え、意見を出し合いながら取り
組んでいます。大会や練習以外でも、遠征やレクリエーション活動を通し
て、メンバー同士の距離を縮め、交流を楽しんでいます。そんな福教大男
子バレー部の魅力は「信頼関係」であり、選手が少ないからこそ、お互い
がお互いをよく理解し、部活動、大学生活を始め、日頃から非常に仲の良
いチームです。

　選手及びマネージャーの入部を心よりお待ちしております。新型コロナ
ウイルスが５類へ移行し、大会や遠征などの機会がこれからさらに増えて
いきます。私たち福教大男子バレー部のメンバーと共に一生心に残る良
い経験や思い出をつくりましょう！
　Instagram、Twitter等、SNSでも活動しておりますので、興味のある方
はぜひご連絡下さい！

男子バレーボール部

C I R C L E  I N F O R M A T I O N
サ ー ク ル 紹 介

特別支援教育教員養成課程初等教育部知的障害児教育3年

松尾 一樹
まつ　  お 　  かず　  き

中等教育教員養成課程保健体育専攻3年

七田 孝太朗
しち だ こう た ろう

1312 Joyama News vol.54



福教大生が選
ぶおす

すめ
スポット

晴れの日は図書館前のベンチに座って
ゆっくりするのもいいですよね。
暑くなったら図書館に入って課題を終わ
らせるのもありです！

図書館

この空は５限の後に撮った空です。授業
終わりの疲れた後に夕日の空を見ると、
頑張ったなと思うので、５限の後は空を
見て癒されること、おすすめです！

福教大の夕日

福教大周辺のお
散歩コースです

。春になっ

たら桜がきれい
です！

釣川

家でゆっくりする時間が好きです。お菓子作りなど自分の
好きなことをやっています！
お菓子作りのレシピ紹介を i-na! インスタグラムアカウン
トに載せています！
横のQRコードからぜひご覧ください！

おうち時間も充実
くまちゃんパフェを食べに取材に行ったときの写真です！
お食事からスイーツ、ドリンクまでバリエーション豊かなメニュー
が揃っています。
お店の情報は横のQRコードをチェック！

shinamon café

福教大近くのから揚げ専門店です。から揚げ１つ１つが大きく、
食べ応え満点でした！
お店の情報は横のQRコードからチェック！

W鶏からあげ
６月はあじさい祭りで、通
りがあじさいで華やかに
なっていました。
歩きながら赤間の歴史をみ
て、ゆっくりお散歩するこ
と、とてもおすすめです！

赤間宿通り

! !
!

大学内や大学周辺での
おすすめスポットを紹介します！
大学内や大学周辺での
おすすめスポットを紹介します！ 　私たち「こばとの会」は、福岡教育大学唯一の障害児ボランティアサー

クルとして活動しており、年間を通してダウン症の子ども達との経験を通し
て、共に成長していくことを目標としています。近年インクルーシブ社会や
合理的配慮という言葉を社会において耳にすることが多くなっていく中、
私たちはボランティアを通して社会に関わっていこうとしています。
　本ボランティアサークルでは、様々な様子や特徴を持つダウン症の子
ども達のボランティアを、日本ダウン症協会福岡支部様と共に行っていま
す。活動内容としては、託児ボランティア、初夏のハイキング、夏の大キャン

プ、クリスマス会、お楽しみ会といった様々な活動を行っております。昨年
のキャンプではドラえもんをテーマにして１泊２日の研修を行いました。ま
た、クリスマス会では制作やプレゼント交換などを行いました。
　もちろんダウン症の子ども達のみではなく、福岡教育大学唯一の障害
児を対象としたボランティアサークルとして、他の障害種のボランティアに
ついて積極的に参加していきたいと思います。
　少しでも興味のある方、ボランティアを依頼したい方、ぜひご連絡をお
待ちしています。

こばとの会

　私たち「男子バレーボール部」はプレーヤー１２名、マネージャー５名の
計１７名で活動しています。春季、秋季に開催される九州リーグや福岡県
リーグ、九州インカレに向けて日々練習に励んでいます。
　日頃の練習は、個人の技術やチーム力、心身の強さを向上させるた
め、様々な練習メニューをチーム全員で考え、意見を出し合いながら取り
組んでいます。大会や練習以外でも、遠征やレクリエーション活動を通し
て、メンバー同士の距離を縮め、交流を楽しんでいます。そんな福教大男
子バレー部の魅力は「信頼関係」であり、選手が少ないからこそ、お互い
がお互いをよく理解し、部活動、大学生活を始め、日頃から非常に仲の良
いチームです。

　選手及びマネージャーの入部を心よりお待ちしております。新型コロナ
ウイルスが５類へ移行し、大会や遠征などの機会がこれからさらに増えて
いきます。私たち福教大男子バレー部のメンバーと共に一生心に残る良
い経験や思い出をつくりましょう！
　Instagram、Twitter等、SNSでも活動しておりますので、興味のある方
はぜひご連絡下さい！

男子バレーボール部

C I R C L E  I N F O R M A T I O N
サ ー ク ル 紹 介

特別支援教育教員養成課程初等教育部知的障害児教育3年

松尾 一樹
まつ　  お 　  かず　  き

中等教育教員養成課程保健体育専攻3年

七田 孝太朗
しち だ こう た ろう

1312 Joyama News vol.54



5JICA戸川理事長特別補佐と意見交換

6令和4年度福岡教育大学学生表彰式
　令和 5年 3月8日（水）、独立行政法人国際協力機構（以下、
「JICA」という）の戸川理事長特別補佐や JICA 九州センター（以
下、「JICA 九州」という）の吉成所長等が本学へ来訪し、本学
関係者と意見交換を行いました。
　本学は令和 3 年度に JICA 九州と連携に関する覚書を締結し、
ESD 分野における交流や本学附属学校における「多文化共生」
をテーマにした研修等の活動を行っております。本会では、これま
で本学が JICA や JICA 九州と連携して行った取り組みや、本学
における国際化の取組状況等についての説明があり、学生交流分
野や開発教育分野におけるさらなる連携の可能性等について、活
発な意見交換を行いました。
　今後も、相互にとって実りのある連携を進めていきます。

　令和5年２月１5日（水）、令和4年度福岡教育大学学生表彰式
を行いました。
　本表彰は、研究、課外及び社会活動等において、特に顕著な成
果や功績を収めた本学学生及び学生団体を表彰するもので、今
年度は7名・1団体の学生が表彰の対象となりました。
　本学後援会副会長及び役職員が見守る中、飯田学長から表彰
状と副賞が贈呈されました。飯田学長、久保田後援会副会長から

のお祝いの言葉を受け、受賞者を代表して、少林寺拳法部　新森
共朗さん（初等教育教員養成課程3年）から、「今後、自らの能力
を高められるように研鑽に努め、さらなる飛躍を期したいと思いま
す」との抱負が述べられました。

4九州・沖縄地区の国立大学法人における研究力向上の連携に関する覚書を締結
　令和 5 年 3 月21日（火）に、「九州・沖縄地区の国立大学法人
における研究力向上の連携に関する覚書」の締結式を行いました。
　本覚書は、九州・沖縄地区に位置する１１の国立大学法人間に
おいて、大学の研究力向上を中心とする連携協力を推進していくこ
とを目的としています。
　この締結により、「九州・沖縄オープンユニバーシティ（ＫＯＯＵ）」
という共通のプラットフォームを形成し全大学が連携協力すること
で、個々の大学では対応が難しかった抜本的な研究環境の改善等
を目指します。

1令和５年度宗像地区教育実習
合同オリエンテーションを開催
　令和５年５月９日（火）に「宗像地区教育実習合同オリエンテー
ション」をアカデミックホールにて開催しました。本オリエンテーショ
ンは、宗像市・福津市教育委員会および本学が共催で実施してい
るものであり、教職を目指す実習生に授業づくりの基本や教育実習
における心得を指導することをとおして、教育実習に対する意欲や
イメージを持たせることを目的としています。今年度は、宗像市、福
津市の小中学校で教育実習に参加する学生や社会人（公立小実
習生、協力校実習生、他大学実習生）に加え、近隣自治体で公
立小実習に参加する本学実習生 35 名を含めた計 76 名の教育実
習生が参加しました。

2グローバルラーニングセンターを設置
　令和５年４月、「本学における国際交流に関する事業の推進」「学
生の海外派遣・留学及び本学で学ぶ海外の留学生の支援」「学
生及び義務教育諸学校教員の外国語コミュニケーション能力の向
上」等を目的として、グローバルラーニングセンター（以下「GLC」）
を設置しました。
　これらの目的の実現に向けて、GLC に国際連携部門、留学支
援部門、語学習得支援部門の３部門を設け、様々な事業を展開し
てまいります。
　GLCは、事業を展開していく中で、本学の学生や教職員がグロー
バルな視野で活躍するために必要な資質・能力を育成する役割を
果たしていきます。さらに学外の関係機関や地域との連携を強化す
るなど、国際的な社会貢献活動を推進するとともに、本学の立地
する地域全体の交流の発展に寄与することを目指しています。

3教学共創マネジメントセンターを設置
　本学の教育改革を推進し教育の質保証と向上を達成するため、
本学の教学マネジメントを支える基盤となる「教学共創マネジメン
トセンター」を令和５年度から新設しました。 

　センター内には教育改革と教育の質保証を推進するための基盤
となる「教学デザイン部門」「モニタリング・評価支援部門」
「FD・SD部門」の３部門を設置しています。 

　当センターは OODA ループの組織フレームで、本学教職員及
び本学学生と教育委員会や学校現場、企業等と連携しながら、
短いサイクルで様々な取組を企画・実施・検証し成果を積み重ね、
データに基づく本学の教育改革と教育 DX を推進し、学校現場の
課題解決にもつなげることのできる教員養成プログラムを共創して
いきます。
　また、それらの取組や可視化された教学データを踏まえ、教育
方法の高度化に資するFDプログラム、事務職員の専門性向上に
資するSDプログラムを逐次企画し実施していきます。

締結式の様子

オリエンテーションの様子

左から、レオナルド副センター長、飯田学長、二宮センター長

教学共創マネジメントセンター

表彰式の様子

左から吉成所長、戸川理事長特別補佐、飯田学長、木原理事
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専科教員としての働き
　大学で英語の教員免許も取得していたため、教員２年目から外国
語専科として働くことになりました。前年度の新採時は１年生を担任し
ていたので、初めての高学年、初めての外国語の授業の担当でした。
授業づくりから、児童との関係づくり、ALTとのコミュニケーションなど
手探りの日々です。しかし、自分の得意を活かして働くことができ、また
担任時代に比べて、授業準備時間も充分に確保することができ、充実
した教員生活を送っています。

日韓交流授業
　私は、在学中に福教大の協定校である釡山教育大学へ留学しま
した。そこで出会った釡山教育大学出身で、現在韓国で小学校の
教員をしている友人と zoom を使って、オンライン交流授業を行いま
した。自分たちの国の有名な場所や食べ物を紹介し合ったり、お互
いの国について気になることを質問し合ったりしました。初めての体
験に、子どもたちはノリノリで交流に参加し、いつもはあまり手を挙げ
ない児童も「韓国で流行ってる歌手誰ですか？！」など、気になるこ
とを質問する場面も見られました。子どもの海外やその文化への興味

を引き出す絶好の機会でした。大学での縁に感謝です。

大学生の今が最高のチャンス！
　みなさんは、「大学生の今だからこそできること」にチャレンジしてい
ますか？私は大学時代、交換留学のほか、アメリカでの短期研修に参
加したり、国際交流サークルに所属したりして、ずっと興味があった国
際交流にたくさんチャレンジしました。「留学に行ったら卒業が遅れる
…」「お金かかるな…」「英語できないし…」色んな悩みや不安がありま
すよね。私も色々不安でした。だけど、一歩踏み出しただけで、価値観、
視野、交友関係が一気に広がります。あっという間の４年間です。留
学、旅行、サークル、アルバイト、ボランティアなど、やりたいことにたくさ
んチャレンジしてください！その行動と経験は必ず未来の自分への助け
になります！

・初等教育教員養成課程
　令和3年３月卒業

ふかみず はるか

深水　遥
桂川町立桂川小学校

教諭 さん

道徳授業

外国語 授業風景

校内研修 外国語授業 机間指導

日韓交流授業

OB&OG紹介

第　   回　福教大卒31

専門の研究テーマ
　私の専門分野は演奏学(ピアノ)です。特にロ
マン派～近代の作品に取り組み、演奏解釈や
表現技法の研究を行っています。これらの研
究を深めることによって、音色の変化や表現の
繊細さがうまれ、より豊かな音楽表現が可能に
なります。
　作曲家の意図や、作品スタイルの理解も深
めながら、表現したい音楽のイメージを音にす
るためにはどのような打鍵が必要か、といった
「表現するために必要な技術」についても、常
に追求しています。

大学教員に進むことになった
きっかけ
　ピアノは人々の心を癒し、心を豊かにする力
があると私は考えています。今までピアノを師
事した先生方との出会いが、ピアノをもっと深
く勉強したい・演奏活動を続けていきたいとい
う思いとなり、大学院へ進学、そして今につな
がっています。

　篠原先生は、いつも熱心かつ親身にご指導くださる、笑顔が素敵な先生です。実技指導では、私の表現し
たい音楽を尊重しつつ、よりよい表現方法を一緒に考えてくださいます。また、実技だけでなく学校生活や精
神面についても常に気にかけてくださり、実技以外でも相談にのってもらうことがよくあります。そんな先生は、
大学での指導の他に学外でも演奏活動をされており、多岐に渡って活躍している姿は学生たちにとって憧れ
の存在です。

研究成果の教育への還元
　私自身が小学校での音楽アウトリーチ活動
や、多くの演奏家との共演を継続的に行うこと
で、ピアノ演奏に必要なテクニックの指導はも
ちろん、様々な演奏スタイルに見合った表現方
法のあり方を研究成果として、私の音を通して
学生に伝えていくことができると考えています。
そして学生は、日頃の勉強の成果を披露する
場として、学外のコンサートホールで演奏する
機会をつくり、舞台経験を積んでいきます。そこ
で得られる演奏技術の向上とともに、音楽を
表現する楽しさや喜びを経験することで、学生
が教育実践の場で自信を持って、音楽と向き
合える環境を作るよう努めています。

　音楽を通して地域社会や学校教育現場で
活躍できる人になってほしいと願っています。

こだわりの物・考え・モットー
　音楽分野に限らず、様々な経験を重ねていく
ことが、自身の音楽を豊かにする源になると考
えています。人との出会いや縁もそうです。
　人生の一つ一つの経験に決して無駄なもの
はなく、全てが今に繋がっていると感じていま
す。日々の出来事全てに、感謝の心を持ち続け
ていたいです。

福岡教育大学で学ぶ学生に一言
　「他人と比較して、他人が自分より優れてい
たとしても、それは恥ではない。しかし、去年の
自分より今年の自分が優れていないのは大い
なる恥である。」
　これは、イギリスの銀行家であり政治家でも
あった、ジョン・ラボックの言葉です。
　他人と比較して一喜一憂するのではなく、大
切なのは、過去の自分との比較です。向上心を
持ち、努力を惜しまず、常に成長し続けてほし
いと思います。

様々な経験を通して
心豊かに

学生から見た先生の魅力

丸子 美都さん（中等教育教員養成課程音楽専攻卒業生）

魅力教員
篠原　友里
音楽教育研究ユニット

講師 

&学生から
見た
先生の
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介

しのはら ゆり

丸子美都さんと

出 身 地：山口県
最終学歴：福岡教育大学
　　　　  教育学研究科
　　　　  教育科学専攻修了
取得学位：修士(教育学)

個別ピアノ指導の様子

ソロリサイタルの様子

指導学生の学外コンサート

アウトリーチの様子
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令和4年度第2回評議員会を
開催しました

みんなの力で元気な城山会に！
第４８回定期総会開催

後援会

経営政策課

　同窓会城山会は、４月２９日（土）に福岡県内各支会及び佐賀県、
長崎県、大分県、熊本県，宮崎県の各県支部の代表総勢１２４
名が参集し、第４８回定期総会を八仙閣本店で開催しました。「同
窓の絆で、助け合い・支え合って、大きく前進」の言葉をもとに
本年度の重点課題・事業計画を決定しました。また、学長　飯
田慎司様はじめ９名の大学役員の方々を来賓としてお迎えして、懇
親会で交誼を深めました。今、多数の卒業生が仲間として、学校
現場に採用されています。私たち城山会は、卒業生、そして、在
学生をしっかりと支え応援します。

福岡教育大学同窓会　城山会事務局　
TEL・FAX：0940-33-2211 　
E-Mail：jouyamakai@able.ocn.ne.jp

ピーナッ2

同窓会城山会
じょう やま かい

　本学の卒業生が制作した落花生形のね
ぶた「ピーナッ2」が宗像ユリックスのハー
モニー前ホワイエに設置されました。
　「ピーナッ2」は本学を令和 5年 3月に
卒業した学生が卒業研究の一環で制作した
作品です。

　令和元年度から中止になっていた評議員会を、去る3月11日
（土）に開催しました。会では、数年ぶりに後援会活動・学生支援等
について評議員と役員が意見を交わすことができました。
　後援会活動に関して、ご意見ご要望などがありましたら、下記事
務局までご連絡ください。

学生が制作した「ねぶた」が
宗像ユリックスに設置されました

キャンパスからの便り
Campus Letter

福岡教育大学後援会 事務局
TEL・FAX：0940-33-8070
E-Mail：kouenkai@eos.ocn.ne.jp

健康科学センター

MESSAGE No.124 2023 春号
　今回の内容は、「怖い虫に
刺されたら」「自分をアップ
デートしていますか？」「イメー
ジの力」「書き出してみません
か？」「バランスのよい食事」
「体を動かす習慣をつけましょ
う」など盛りだくさんです。
 表紙は、辰田 楓さん（初等）
のデザインです。是非手にとっ
てご覧ください。

健康科学センターHP

　今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
　アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で5名様に『福岡教育大学オリ
ジナルグッズ3点セット』をプレゼントします。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

　学生広報チームi-na!です。
　i-na!発足から１年経ちましたが、私たちの活動
を応援してくださる声を聞く機会も増え、メンバー
全員とても嬉しく思っています！
　今回は、多くの教職員や学生の方々に協力し
ていただいて、新しいカリキュラムに変わった課
程の紹介や、福教大生の生活、大学のオススメス
ポットなどを紹介しました。
　これからも、皆さんの役に立つ情報の発信を
目指して頑張っていきますので、Instagramのフォ
ローや広報誌のチェックをよろしくお願いします！

アンケートに答えて福教大オリジナルグッズをGET！

令和5年9月30日（土）

i-na!発足１周年！

福岡教育大学基金のご案内

福岡教育大学財務企画課
TEL:0940-35-1218　　FAX:0940-35-1701　E-mail:kaihosa@fukuoka-edu.ac.jp

公式ホームページ

お問い合わせ先

福岡教育大学基金

インターネット（クレジットカード払い）による寄附金の受付を開始いたしました。

福岡教育大学では、教育研究の更なる発展や充実を図ることを目的として、「福岡教育大学基金」を設けております。
特に「修学支援事業基金」では、経済的理由により修学に困難がある学生が、希望する教育を受けられるように、

皆様からいただいたご寄附を、学生のために特化して活用します。
寄附をされる際に、「修学支援事業基金」と事業を特定してください。

広く教育界、産業界、地域の皆様方に、本基金への格別のご理解とご支援を末永く賜りたく、お願いを申し上げます。

福岡教育大学は、明治6年に「学科取調所」として設置され、令和5年に創基150周年を迎えます。創基150周年を節目とし、
教育研究の更なる発展や充実を図って参りたいと考えておりますので、更なる基金へのご協力をお願い申し上げます。

＜アンケートにおける個人情報の取扱について＞
ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用致しません。

応募締切
抽選で５名様に抽選で５名様に

福岡教育大学オリジナル
サインペン＆ボールペン＆メモ帳

こちらのフォームからご応募ください。

i-na! Instagram
宗像ユリックス
 Instagram

i-na! Vlog
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令和4年度第2回評議員会を
開催しました

みんなの力で元気な城山会に！
第４８回定期総会開催

後援会

経営政策課

　同窓会城山会は、４月２９日（土）に福岡県内各支会及び佐賀県、
長崎県、大分県、熊本県，宮崎県の各県支部の代表総勢１２４
名が参集し、第４８回定期総会を八仙閣本店で開催しました。「同
窓の絆で、助け合い・支え合って、大きく前進」の言葉をもとに
本年度の重点課題・事業計画を決定しました。また、学長　飯
田慎司様はじめ９名の大学役員の方々を来賓としてお迎えして、懇
親会で交誼を深めました。今、多数の卒業生が仲間として、学校
現場に採用されています。私たち城山会は、卒業生、そして、在
学生をしっかりと支え応援します。

福岡教育大学同窓会　城山会事務局　
TEL・FAX：0940-33-2211 　
E-Mail：jouyamakai@able.ocn.ne.jp

ピーナッ2

同窓会城山会
じょう やま かい

　本学の卒業生が制作した落花生形のね
ぶた「ピーナッ2」が宗像ユリックスのハー
モニー前ホワイエに設置されました。
　「ピーナッ2」は本学を令和 5年 3月に
卒業した学生が卒業研究の一環で制作した
作品です。

　令和元年度から中止になっていた評議員会を、去る3月11日
（土）に開催しました。会では、数年ぶりに後援会活動・学生支援等
について評議員と役員が意見を交わすことができました。
　後援会活動に関して、ご意見ご要望などがありましたら、下記事
務局までご連絡ください。

学生が制作した「ねぶた」が
宗像ユリックスに設置されました

キャンパスからの便り
Campus Letter

福岡教育大学後援会 事務局
TEL・FAX：0940-33-8070
E-Mail：kouenkai@eos.ocn.ne.jp

健康科学センター

MESSAGE No.124 2023 春号
　今回の内容は、「怖い虫に
刺されたら」「自分をアップ
デートしていますか？」「イメー
ジの力」「書き出してみません
か？」「バランスのよい食事」
「体を動かす習慣をつけましょ
う」など盛りだくさんです。
 表紙は、辰田 楓さん（初等）
のデザインです。是非手にとっ
てご覧ください。

健康科学センターHP

　今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
　アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で5名様に『福岡教育大学オリ
ジナルグッズ3点セット』をプレゼントします。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

　学生広報チームi-na!です。
　i-na!発足から１年経ちましたが、私たちの活動
を応援してくださる声を聞く機会も増え、メンバー
全員とても嬉しく思っています！
　今回は、多くの教職員や学生の方々に協力し
ていただいて、新しいカリキュラムに変わった課
程の紹介や、福教大生の生活、大学のオススメス
ポットなどを紹介しました。
　これからも、皆さんの役に立つ情報の発信を
目指して頑張っていきますので、Instagramのフォ
ローや広報誌のチェックをよろしくお願いします！

アンケートに答えて福教大オリジナルグッズをGET！

令和5年9月30日（土）

i-na!発足１周年！

福岡教育大学基金のご案内

福岡教育大学財務企画課
TEL:0940-35-1218　　FAX:0940-35-1701　E-mail:kaihosa@fukuoka-edu.ac.jp

公式ホームページ

お問い合わせ先

福岡教育大学基金

インターネット（クレジットカード払い）による寄附金の受付を開始いたしました。

福岡教育大学では、教育研究の更なる発展や充実を図ることを目的として、「福岡教育大学基金」を設けております。
特に「修学支援事業基金」では、経済的理由により修学に困難がある学生が、希望する教育を受けられるように、

皆様からいただいたご寄附を、学生のために特化して活用します。
寄附をされる際に、「修学支援事業基金」と事業を特定してください。

広く教育界、産業界、地域の皆様方に、本基金への格別のご理解とご支援を末永く賜りたく、お願いを申し上げます。

福岡教育大学は、明治6年に「学科取調所」として設置され、令和5年に創基150周年を迎えます。創基150周年を節目とし、
教育研究の更なる発展や充実を図って参りたいと考えておりますので、更なる基金へのご協力をお願い申し上げます。

＜アンケートにおける個人情報の取扱について＞
ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用致しません。

応募締切
抽選で５名様に抽選で５名様に

福岡教育大学オリジナル
サインペン＆ボールペン＆メモ帳

こちらのフォームからご応募ください。

i-na! Instagram
宗像ユリックス
 Instagram

i-na! Vlog
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